
令  和  ３  年  度

国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会計予算





名 名

人 人

人 人

人 人

第３項　特　別　利　益 千円１

第２項　療　養　外　費　用 ２０，５９０ 千円

第４項　予　備　費 ５００ 千円

第３項　特　別　損　失 １ 千円

支　　　　            　　出

　第１款　施　設　事　業　費　用 ５８６，６８６ 千円

第１項　療　養　費　用 ５６５，５９５ 千円

第１項　療　養　収　益 ５４０，７５１ 千円

第２項　療　養　外　収　益 ４５，９３４ 千円

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収　　　　            　　入

　第１款　施　設　事　業　収　益 ５８６，６８６ 千円

短 期 入 所 利 用 者 延 人 数 ７３０ １日平均利用者数 ２

通所リハビリ利用者延人数 ４，３５６ １日平均利用者数 １８

２０

(２) 利 用 者 数 入 所 利 用 者 延 人 数 ３５，４０５ １日平均利用者数 ９７

令和３年度国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会計予算

　（総　　　　則）

第１条　令和３年度国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

(１) 定 員 入 所 定 員 １００ 通所リハビリ定員
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　（他会計からの補助金）

事　　　　項

通所リハビリテーション送迎用車両リース

期　　　　間

令和３年度から令和５年度まで

第５条　債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

限　度　額

９３６千円

第３項　他　会　計　償　還　金 １５，９１４ 千円

第１項　他　会　計　負　坦　金 ４２，１０９ 千円

支　　　　            　　出

管 理 者 河 井 規 子

第８条　病院組合を組織する市町村の一般会計からこの会計へ繰入れを受ける金額は、62,266千円である。

２　前項に定める金額についてこの会計予算の受け入れ科目別内訳額及び市町村別負担額については、別表（一）に定めるところによる。

　（たな卸資産購入限度額）

第９条　たな卸資産の購入限度額は、12,700千円と定める。

令 和 ３ 年 ２ 月 ５ 日 提 出

国 民 健 康 保 険 山 城 病 院 組 合

第７条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用

　する場合は、議会の議決を経なければならない。

　（１）　職　員　給　与　費 ３６３，４７４ 千円

　（２）　交　　　際　　　費 ３０ 千円

　（一時借入金）

第６条　一時借入金の限度額は、30,000千円と定める。

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第１項　建　設　改　良　費 ５，２８５ 千円

第２項　企　業　債　償　還　金 ４１，１５１ 千円

　（債務負担行為）

　第１款　資　 本　 的　 支　 出 ６２，３５０ 千円

　（資本的収入及び支出）

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額20,241千円は当年度損益

　勘定留保資金20,241千円で補填するものとする。）。

収　　　　            　　入

　第１款　資　 本　 的　 収　 入 ４２，１０９ 千円
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南 山 城 村 ２，８９８ ９２８

計 ６２，２６６ ２０，１５７ ４２，１０９

１，９７０

和 束 町 ４，１８８ １，３４１ ２，８４７

笠 置 町 １，５７１ ５０１ １，０７０

木 津 川 市 ５３，６０９ １７，３８７ ３６，２２２

市 町 村 名 分 担 金 　　収　　益　　的　　収　　入 　　資　　本　　的　　収　　入

千円 　　繰　　入　　金　　　 千円 　　負　　担　　金　　　 千円

別表（一）

病 院 組 合 市 町 村 分 担 金

左 の 予 算 科 目 区 分
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１

１

１

２

３

４

２

１

２

３

４

５

３

１

そ の 他 療 養 外 収 益 ９９

特 別 利 益 １

特 別 利 益

他 会 計 繰 入 金 ２０,１５７

収 入 合 計 ５８６,６８６

長 期 前 受 金 戻 入 ２５,６７６

１

補 助 金 １

施 設 事 業 収 益 ５８６,６８６

療 養 収 益 ５４０,７５１

款

療 養 外 収 益 ４５,９３４

４８,６１２

そ の 他 療 養 収 益 １９,１４４

令和３年度国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会計予算実施計画

収 益 的 収 入 及 び 支 出

収 入

施 設 療 養 収 益 ４６３,０９７

短 期 入 所 療 養 収 益 ９,８９８

（単位：千円）

項 目 予 定 額 備 考

受取利息及び配当金 １

通所リハビリ療養収益
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１

１

１

２

３

４

５

６

２

１

２

３

４

５

３

１

４

１

特 別 損 失 １

特 別 損 失 １

支 出 合 計 ５８６,６８６

予 備 費 ５００

予 備 費 ５００

長期前払消費税勘定償却 ２,９０６

雑 損 失 １

諸 支 出 金 １

消費税及び地方消費税 ７５０

研 究 研 修 費 ５３０

資 産 減 耗 費 ２

企 業 債 取 扱 諸 費 １６,９３２

支 払 利 息 及 び

経 費 １１９,１６０

減 価 償 却 費 ３５,７２９

療 養 外 費 用 ２０,５９０

給 与 費 ３６３,４７４

材 料 費 ４６,７００

備 考

施 設 事 業 費 用 ５８６,６８６

療 養 費 用 ５６５,５９５

款 項 目 予 定 額

（単位：千円）支 出
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１

１

１

１

１

１

２

３

２

１

３

１

支 出 合 計 ６２,３５０

企 業 債 償 還 金 ４１,１５１

他 会 計 償 還 金 １５,９１４

１５,９１４

建 設 改 良 費 ５,２８５

老 健 建 設 事 業 費

他 会 計 償 還 金

有形固定資産購入費 １

企 業 債 償 還 金 ４１,１５１

１

（単位：千円）

款 項 目 予 定 額 備 考

資 本 的 支 出 ６２,３５０

当年度損益勘定留保資金 ２０,２４１

収 入 総 合 計 ６２,３５０

支 出

資 本 的 収 入 ４２,１０９

収 入 合 計 ４２,１０９

他 会 計 負 担 金 ４２,１０９

他 会 計 負 担 金 ４２,１０９

（単位：千円）

款 項 目 予 定 額 備 考

資 本 的 収 入 及 び 支 出

収 入

リ ー ス 資 産 購 入 費 ５,２８３
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１

１

１

１ 人 人

２

２

１

人 人

２

３

１

人 人

２

４

１

２

そ の 他

48,612 3,998

そ の 他

療 養 収 益 19,144 19,144

室 料 差 額

3,746

44,866

日常生活費等ﾘﾊﾋﾞﾘ療養収益

年間利用者見込

（延べ） 4,356療 養 収 益

収 益 11,242 個室使用料収入

そ の 他 通 所

療 養 収 益

通所リハビリ

１日平均 18

療 養 収 益

１日平均

44,614

療 養 収 益

年間利用者見込

収 益 的 収 入 及 び 支 出

収 入

節本 年 度 前 年 度

区 分 金 額

比 較

令和３年度 国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業会計予算説明書

収 益

年間利用者見込

施設療養収益 453,184

　

540,751

増

1,416

療 養 収 益 7,902 文書料等

そ の 他 短 期

通所 ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ

189入所療養収益

短 期 入 所

2療 養 収 益 9,709

日常生活費等

施設事業収益

療 養 収 益

施 設 療 養

586,686 579,884

款　　項 減

533,289

463,097 464,513

目 予 算 額 予 算 額

7,462

6,802

（延べ） 35,405

日常生活費等9,913

１日平均

（単位：千円）

（延べ） 730

説 明

そ の 他 施 設

97

短 期 入 所

9,898 5,018 4,880
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２

１

１

２

１

３

１

４

１

２

５

１

３

１

１

特 別 利 益 1 0 1

特 別 利 益 1

1

補 助 金 1

特 別 利 益 1 0 1

99

金 額区 分

比 較 節

（単位：千円）

　 本 年 度 前 年 度

長期前受金

戻 入

補 助 金 1 0

25,676

款　　項 目 予 算 額 予 算 額 増 減

及び配当金

45,934

24,025交 付 金

1

1,651

預 金 利 息

そ の 他

25,676

療養外収益 99 100

負 担 金 及 び

そ の 他

補 助 金

収 入 合 計 586,686 579,884 6,802

療 養 外 収 益

受 取 利 息

説 明

1

661療養外収益

11

46,595

661他会計繰入金 20,157 20,818

市町村分担金 20,157

病 院 組 合
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１

１

１

１

人

5 人

人

2 人

人

人

２

３

４ 人

５

６

２

１

２

３

４

15,758

　うち、ﾌﾙﾀｲﾑ会計年度任用職員

入所者用給食材料費

療 養 消 耗

備 品 費 500 診療用具、療養用具等

薬 品 費 4,400

療 養 材 料 費 7,800

給 食 材 料 費 34,000

負 担 金 15,836

材 料 費 46,700 48,092 1,392

法 定 福 利 費 53,884 社会保険料負担金等 8,423 千円

退職手当組合

報 酬 25,834 ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ会計年度任用職員

職員共済組合負担金 45,461 千円

15

手 当 57,830

賞 与 引 当 金

繰 入 額 20,385

(４) 技能労務員

(３) 事務員手当 10,038

手 当 10,236

(１) 看護師手当 18,132

(２) 医療技術員

員 給 87,354

技能労務員 36

手 当 96,236

30

医療技術員

(４) 技 能 労 務

　うち、ﾌﾙﾀｲﾑ会計年度任用職員(３) 事 務 員 給

17,153

事務員 5

（理学療法士3人、作業療法士1人、

  管理栄養士1人）

151,299

(１) 看 護 師 給 31,034 看護師 9

給 与 費 363,474 370,925 7,451

給 料

療 養 費 用 565,595 559,440 6,155

施設事業費用 586,686 579,884

款　　項 目 予 算 額 予 算 額 増 減

支 出 （単位：千円）

6,802

区 分 金 額 説 明

　 本 年 度 前 年 度 比 較 節

(２) 医 療
技 術 員 給
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３

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15 千円

千円

千円

16

17

18

38,882人材派遣・宿直委託

交 際 費 30 老健交際費

雑 費 300 ＥＢサービス利用料等

千円

検査委託等 3,000

諸 会 費 150 老健協会等諸会費

委 託 料 87,000 寝具委託 2,726

給食委託 23,114

清掃委託 14,283 千円

洗濯委託 750 千円

通 信 運 搬 費 800 電話通話料、郵便料、運搬料等

施設管理保守委託 4,245 千円

白衣等賃借料 997 千円

コピーリース料等 1,022 千円

936 千円

賃 借 料 4,550 カーテン賃借料 1,595 千円

通所リハビリ送迎用車両

リース料

修 繕 費 2,500 療養用具等修繕費

保 険 料 400 災害共済保険料、その他保険料

食 料 費 20 会議用、来客用食料費等

印 刷 製 本 費 50 療養事務用印刷費等

光 熱 水 費 16,000 電気、ガス、水道使用料等

燃 料 費 950 車両用、諸燃料

消 耗 品 費 4,300 文具、消耗器材、消耗品費等

消 耗 備 品 費 500 業務管理用具費等

旅 費 交 通 費 100 普通旅費

職 員 被 服 費 500 白衣、ユニフォーム等

厚 生 福 利 費 1,000 職員厚生会負担金、慶弔費等諸費

報 償 費 10

経 費 119,160 106,115 13,045

款　　項 目 予 算 額 予 算 額 増 減 区 分 金 額 説 明

　 本 年 度 前 年 度 比 較 節

（単位：千円）
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４

１

２

３

４

５

１

２

６

１

２

３

４

２

１

１

２

３

４

５

1,548利 息

借 入 金 利 息 257 病院事業会計長期借入利息

企業債手数料

及 び 取 扱 費 1

利 息 1

他 会 計

企 業 債 利 息 15,125 財務省・公営企業金融公庫借入利息

一 時 借 入 金

取 扱 諸 費 16,932 16,286 646

び 企 業 債

療養外費用 20,590 19,944 646

研 究 雑 費 180 研修会費等雑費

支払利息及

旅 費

謝 金 50 講師謝金

図 書 費 50 図書購入費

250 研修会等出張旅費

研究研修費 530 530

た な 卸 資 産

減 耗 費 1

固 定 資 産

除 却 費 1

リ ー ス 資 産

減 価 償 却 費 5,016

資産減耗費 2 2

減 価 償 却 費 178

器 械 備 品

減 価 償 却 費 4,959

建 物

減 価 償 却 費 25,576

建物附属設備

区 分 金 額 説 明

減価償却費 35,729 33,776 1,953

款　　項 目 予 算 額 予 算 額 増 減

（単位：千円）

　 本 年 度 前 年 度 比 較 節

リ ー ス 資 産
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２

１

３

１

４

１

５

１

３

１

１

４

１

１

特 別 損 失 1

特 別 損 失 1 0 1

特 別 損 失 1 0 1

500 500

金 額

1繰 出 金

その他雑損失 1

予 備 費 500

長期前払消費

税 額 償 却 2,906

支 出 合 計 586,686 579,884 6,802

予 備 費 500 500

予 備 費

長期前払消費

税 勘 定 償 却 2,906 2,906

諸 支 出 金 1 1

区 分

地 方 消 費 税

説 明

雑 損 失 1 1

消 費 税 及 び

款　　項 目 予 算 額 予 算 額 増 減

（単位：千円）

　 本 年 度 前 年 度 比 較 節

750

消費税及び

地方消費税 750 750
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１

１

１

１

（単位：千円）

区 分 金 額 説 明

節

資 本 的 収 入 及 び 支 出

収 入

886

増 減

比 較　 本 年 度 前 年 度

款　　項 目 予 算 額 予 算 額

他会計負担金 42,109 41,223 886

他会計負担金

資本的収入

他会計負担金 42,109 41,223 886

42,109 41,223

42,109 病院組合市町村負担金

収 入 合 計 42,109 41,223 886

当 年 度 損 益

勘定留保資金 20,241 5,612

収 入 総 合 計 62,350 67,076

25,853

4,726
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１

１

１

１

２

１

３

１

２

１

１

３

１

１

減

送迎車両2台分、空調設備

償 還 金

款　　項

　 本 年 度 前 年 度

支 出

事 業 費 1

（単位：千円）

比 較 節

区 分 金 額目 説 明予 算 額 予 算 額

資本的支出 62,350 67,076

増

1

建設改良費 5,285 10,913 5,628

4,726

6,000

工 事 請 負 費 1

5,999

老 健 建 設

有 形 固 定

器械及び備品

購 入 費 1

資産購入費 1

企 業 債 元 金

企業債償還金 41,151 40,265 886

企業債償還金 41,151 40,265 886

4,726

16

16

15,914 15,898

他会計償還金 15,914 15,898

他会計償還金

支　　出　　合　　計 62,350 67,076

15,914 病院事業会計長期借入分

41,151

他 会 計 元 金

財務省・公営企業金融公庫借入分

償 還 金

リース資産

購 入 費

リ ー ス 資 産

購 入 費 5,283

5,283 4,912 371
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１　業務活動によるキャッシュフロー

当年度純利益

減価償却費

長期前払消費税償却額

長期前受金戻入額

賞与引当金の減少額

受取利息及び受取配当金

支払利息

未収金の減少額

たな卸資産の増加額

未払金の減少額

その他流動負債の減少額

小計

利息及び配当金の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュフロー

令和３年度　国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業予定キャッシュフロー計算書

（令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

0

35,729

2,906

（単位：千円）

△ 25,676

△ 1,164

△ 1

16,932

788

△ 38

△ 296

△ 13

29,167

1

△ 16,932

12,236
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２　投資活動によるキャッシュフロー

有形固定資産の取得による支出

国庫補助金等による収入

一般会計及び他の特別会計からの繰入金による収入

投資活動によるキャッシュフロー

３　財務活動によるキャッシュフロー

建設改良企業債の償還による支出

他会計借入金の返済による支出

ファイナンスリース債務の返済による支出

財務活動によるキャッシュフロー

　資金減少額　

　資金期首残高

　資金期末残高

0

0

42,109

42,109

△ 41,151

△ 15,914

△ 5,283

△ 62,348

8,003

19,840

11,837
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区 分 特 別 職 一 般 職 報 酬 給 料

給 与 費 明 細 書

１　総　　　　　括

職 員 数 給 与 費
賞与引当金

手 当 計 法定福利費等 繰　入　額 合 計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本年度

70 25,834 151,299 96,236 273,369 69,720 20,385 363,474

前年度

71 21,339 166,016 97,585 284,940

比　較

△ 1,349

64,436 21,549 370,925

△ 1,164 △ 7,451△ 1 4,495 △ 14,717 △ 11,571 5,284
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手

当

の

内

訳

区　　　分

管 理 職 特 殊 勤 地 域 夜 勤

前　年　度
1,020 216 10,189

夜 間 看 職 務 扶 養 超 勤 休 日 勤 宿 日 直 通 勤 住 宅 児 童 そ の 他 期 末 勤

手 当 務 手 当 手 当 手 当 護 手 当 手 当 手 当 手 当 務 手 当 手 当

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)(千円)

手 当 手 当 手 当 勉 手 当

1,278 312

(千円) (千円) (千円)

手 当

本　年　度
480 216 9,078 18,706

(千円)

12,110 244 4,922

(千円) (千円) (千円)

0

2,700

1,252 16,213 395 4,899 1,296

1,210

312

2,190

△ 960 △ 230

11,068

2,172 11,394 9,797

31,386336

比　　　較

1,440 3,043 33,947

△ 343△ 540 0 △ 1,111 26 2,493 18 716 △ 2,561

２　給料及び手当の増減額の明細

区 分 増減額（千円） 増 減 事 由 別 内 訳 （ 千 円 ） 説　　　　　明 備　　考

1,271 △ 151 23

給    料 △14,717

 給与改定に伴う増減分 0

 昇給に伴う増加分 1,710 平均昇給率    1.08％

 その他の増減 △ 16,427 看護師２名定年後再雇用による減等

手    当 △1,349

 制度改正に伴う増減分 0

 その他の増減分 △1,349 看護師２名定年後再雇用による減等
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円 円 円 円 円 円 円 円

３　給料及び手当の状況

 （１）　職員一人当たりの給与

医 療 技 術 員 看 護 師 准 看 護 師 事 務 員 そ の 他 そ の 他

区　　　分 医 療 職（二） 医 療 職 （ 三 ） 医 療 職 （ 三 ） 行 政 職（一） 行 政 職（一） 福 祉 職

平 均 給 料 月 額 (円) 285,040 290,800 ― 269,320 265,800 226,080

― 40.6

令 和 3 年 1 月 1 日 現 在 平 均 給 与 月 額 (円) 375,584343,199 ―

279,600 260,900

333,819 297,361 323,078

45.3 45.3平 均 年 齢 (歳) 41.7 56.5

平 均 年 齢

平 均 給 料 月 額 (円) 280,100 291,944 235,100

令 和 2 年 1 月 1 日 現 在 平 均 給 与 月 額 (円) 340,398 397,327 261,211

40.7 55.5 64.11

221,760

346,868 335,075 335,975

42.4 44.3 44.3(歳)

区 分 医 療 職 ( 二 ) 医 療 職 ( 三 )

 （２）　初　 任　 給

医 療 職 ( 二 ) 医 療 職 ( 三 ) 行 政 職 ( 一 ) 福 祉 職 一 般 会 計 の 制 度

行 政 職 ( 一 ) 福 祉 職

（高看学卒） （高看学卒）

高 校 卒 ― 209,800 154,900 ― ― 200,700 150,600 ―

（大学卒） （介護福祉士） （大学卒）

大 学 卒 194,700 215,200 182,200 157,400 188,400 209,800 182,200 ―
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 （３）　級 別 職 員 数

区　　分

医 療 職 ( 一 ) 医 療 職 ( 二 ) 医 療 職 ( 三 ) 行 政 職 （ 一 ） 福　　祉　　職　

級 職員数 構成比 級 職員数 構成比 級 職員数 構成比 級 職員数 構成比 級 職員数 構成比

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）

令和3年 1月1日現在

1 級 　　― 　　― 1 級 　　― 　　― 1 級 2 22.2 1 級 　　― 　　― 1 級 　　― 　　―

2 級 　　― 　　― 2 級 2 40.0 2 級 　　― 　　― 2 級 4 66.6 2 級 4 80.0

3 級 　　― 　　― 3 級 2 40.0 3 級 4 44.5 3 級 1 16.7 3 級 1 20.0

4 級 　　― 　　― 4 級 1 20.0 4 級 2 22.2 4 級 1 16.7 4 級 　　― 　　―

5 級 　　― 　　― 5 級 　　― 　　― 5 級 1 11.1 5 級 　　― 　　― 5 級 　　― 　　―

6 級 　　― 　　― 6 級 　　― 　　― 6 級 　　― 　　― 6 級 　　― 　　―

7 級 　　― 　　―

計 　　― 　　― 計 5 100.0 計 9 100.0 計 6 100.0 計 5 100.0

令和2年 1月1日現在

1 級 　　― 　　― 1 級 　　― 　　― 1 級 2 20.0 1 級 　　― 　　― 1 級 2 40.0

2 級 　　― 　　― 2 級 2 40.0 2 級 　　― 　　― 2 級 2 50.0 2 級 2 40.0

3 級 　　― 　　― 3 級 2 40.0 3 級 5 50.0 3 級 1 25.0 3 級 1 20.0

4 級 　　― 　　― 4 級 1 20.0 4 級 2 20.0 4 級 1 25.0 4 級 　　― 　　―

5 級 　　― 　　― 5 級 　　― 　　― 5 級 1 10.0 5 級 　　― 　　― 5 級 　　― 　　―

6 級 　　― 　　― 6 級 　　― 　　― 6 級 　　― 　　― 6 級 　　― 　　―

7 級 　　― 　　―

計 　　― 　　― 計 5 100.0 計 10 100.0 計 4 100.0 計 5 100.0

－20－



る指導的業務を行う介護職員の職務

困難な業務を処理する主任の職務

係長の職務

相当困難な業務を処理する副部長の

職務

部長の職務

副部長の職務

困難な業務を処理する主任の職務

 　　　　（級別の標準的な職務内容）

区分 行 政 職 （ 一 ） 医 療 職 （ 二 ） 医 療 職 （ 三 ） 福 祉 職
管理栄養士の職務

診療放射線技師の職務

１  級 定型的な業務を行う係員の職務
臨床検査技師、臨床工学技士又は

准看護師の職務
視能訓練士の職務

理学療法士、作業療法士又は言語聴

覚士の職務

定型的な業務を行う介護職員の職務

２  級

薬剤師、臨床心理士の職務

主任の職務 困難な業務を行う管理栄養士、診療 准看護師の職務 主任の職務

特に高度の知識又は経験を必要と 放射線技師、臨床検査技師、臨床工 看護師の職務 特に高度の知識又は経験を必要とす

する業務を行う係員の職務 学技士、視能訓練士、理学療法士、 助産師の職務

作業療法士又は言語聴覚士の職務

３　級

困難な業務を行う薬剤師、臨床心理

主任理学療法士、主任作業療法士又

士の職務　主任管理栄養士、主任診 看護師の職務

療放射線技師、主任臨床検査技師、 助産師の職務

主任臨床工学技士、主任視能訓練士、 看護師主任の職務

は主任言語聴覚士の職務

４　級

主任薬剤師、主任臨床心理士の職務

相当困難な業務を分掌する係の長の 困難な業務を行う主任管理栄養士、 困難な業務を処理する看護師主任の

職務 主任診療放射線技師、主任臨床検査 職務

担当副リーダー、副課長及び主査の 技師、主任臨床工学技士、主任視能 副看護師長の職務

職務 訓練士、主任理学療法士、主任作業

療法士又は主任言語聴覚士の職務

事務局次長、事務部副部長、事務局
個人情報管理担当参事、担当リーダ
ー、課長又は室長の職務

困難な業務を処理する副看護師長の

５　級
薬剤部副課長、診療技術部の課又は 職務

室の長の職務 看護師長の職務

看護部副部長の職務

薬剤部課長、診療技術部副部長の職

６　級 事務部局の長の職務 務　特に困難な業務を行う診療技術 看護部長の職務

部の課又は室の長の職務

７　級 薬剤部長の職務
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 （４）　昇給

区 分 合 計 医 療 職 （二） 医 療 職 （三） 行 政 職 （一） 福 　 祉　　職

本

年

度

職　　　　員　　　　数 （Ａ）（人） ― ― ― ― ―

昇給期間短縮に係る職員数 （Ｂ）（人） ― ― ― ― ―

昇給期間の短縮月数別内訳

３月（人） ― ― ― ―

月（人） ― ― ―

―

６月（人） ― ― ― ― ―

― ―

比　　　　　率 （Ｂ）／ （Ａ）（％） ― ― ― ― ―

特別昇給に係る職員数  （人） ― ― ― ― ―

前

年

度

職　　　　員　　　　数 （Ａ）（人） ― ― ― ― ―

昇給期間短縮に係る職員数 （Ｂ）（人） ― ― ― ― ―

昇給期間の短縮月数別内訳

３月（人） ― ― ― ―

月（人） ― ― ―

―

６月（人） ― ― ― ― ―

― ―

比　　　　　率 （Ｂ）／ （Ａ）（％） ― ― ― ― ―

特別昇給に係る職員数  （人） ― ― ― ― ―

 （５）　特殊勤務手当

区 分 全 職 種 医 師 医 療 技 術員 看 護 師 准 看 護 師 事 務 員 その他

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （％） 0.27 ― 1.26 ―

―

― ― ―

支 給 対 象 職 員 の 比 率

（令和3年1月1日現在） （％） 16.0 ― 80.0 ― ―

―

―

支 給 対 象 職 員 1 人 当 た り

― ― ―

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称

平 均 支 給 月 額 （円） 4,500 ― 4,500

　危険手当
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 （６）　期末手当・勤勉手当

支 給 期 別 支 給 率 制度上の段階,職務
備　　　　　考

区 分 ６月（月分） １２月（月分） 支給率計（月分） の等級による加算

本 年 度 2.225 2.225 4.450 有

前 年 度 2.250 2.250 4.500 有

一 般 会 計 の 制 度 2.225 2.225 4.450 有

 （７）　定年退職及び勧奨退職に係る手当

２０年勤続の者 ２５年勤続の者 ３５年勤続の者 最 高 限 度 そ の 他 の 退 職 時
備　　　考

区分 （月分） （月分） （月分） （月分） 加 算 措 置 等 特 別 昇 給

支 給 率 等 ― ― ― ― ― ― ―

一 般 会 計 の 制 度

　　（支 給 率 等） ― ― ― ― ―

地 域 手 当 同 じ

― ―

 （８）　その他手当

区 分 一 般 会 計 の 制 度 と の 異 同 差 異 の 内 容

住 居 手 当 同 じ

通 勤 手 当 同 じ

扶 養 手 当 同 じ
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― 936936 936
令和5年度

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

送 迎 用 車 両 リ ー ス
― 

令和3年度～

108,187

(68,887)

110,000

(70,700)

令和2年度～

令和2年度
空 調 設 備 リ ー ス

858936

1,813
令和3年度～ 108,187

(68,887)

858

令和15年度

送 迎 用 車 両 リ ー ス 令和4年度

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
78

令和3年度～令和2年度～

令和2年度

注：限度額に示す（　）内の数値は支出予定額

115,603

(83,264) (73,543)

(1,322)

(73,543)
合 計

125,324
9,721

115,603

2,582

送 迎 用 車 両 リ ー ス (4,140) 令和2年度 令和4年度 (1,322)

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 5,400 平成28年度～
2,818

令和3年度～ 2,582

2,605

送 迎 用 車 両 リ ー ス (4,212) 令和2年度 令和4年度 (1,345) (1,345)

(195)

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 5,472 平成28年度～
2,867

令和3年度～ 2,605

435

送 迎 用 車 両 リ ー ス (2,340) 令和2年度 令和3年度 (195)

通 所 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 2,580 平成28年度～
2,145

令和3年度～ 435

一 般 財 源
期 間 金 額 期 間 金 額 国府支出金 地 方 債 そ の 他

債 務 負 担 行 為 に 関 す る 調 書

（単位：千円）

前年度末までの支払 当 該 年 度 以 降 の 左 の 財 源 内 訳

区 分 限 度 額 義務発生 (見込 )額 支払義務発生予定額 特 定 財 源
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　 （単位：円）

１　固　定　資　産

　（１）有形固定資産

イ

建物減価償却累計額

ロ

建物附属設備減価償却累計額

ハ

器械備品減価償却累計額

ニ

リース資産減価償却累計額

　　有 形 固 定 資 産 合 計

　（２）投資その他資産

イ 長期前払消費税

　　投 資 そ の 他 資 産 合 計

　　固 定 資 産 合 計

２　流　動　資　産

　（１）現金・預金

　（２）未収金

　（３）貯蔵品

　　流 動 資 産 合 計

　　資 産 合 計

令和３年度　国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業予定貸借対照表

（令和４年３月３１日）

資 産 の 部

建物 1,092,965,000

383,631,953 709,333,047

建物附属設備 2,991,000

1,421,990 1,569,010

器械備品 74,838,242

59,319,839 15,518,403

リース資産 61,324,800

10,816,000 50,508,800

776,929,260

14,525,600

14,525,600

791,454,860

11,837,226

64,541,501

1,722,221

78,100,948

869,555,808

－25－



３　固　定　負　債

　（１）企業債

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債

　　企 業 債 合 計

　（２）他会計借入金

イ 建設改良費等の財源に充てるための長期借入金

ロ その他長期借入金

　　他 会 計 借 入 金 合 計

　（３）リース債務　

　　固 定 負 債 合 計

４　流　動　負　債

　（１）企業債　

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債

　　企 業 債 合 計

　（２）他会計借入金

イ 建設改良費等の財源に充てるための長期借入金

ロ その他長期借入金

　　他 会 計 借 入 金 合 計

　（３）リース債務　

　（４）未払金　

　（５）引当金　

イ 賞与引当金

　　引 当 金 合 計

　（６）その他流動負債　

　　流 動 負 債 合 計

負 債 の 部

617,816,320

617,816,320

13,541,568

211,147,044

224,688,612

50,236,445

892,741,377

42,055,474

42,055,474

960,024

14,969,178

15,929,202

5,159,155

11,554,255

20,385,000

20,385,000

1,373,124

96,456,210

－26－



５　繰　延　収　益

　（１）長期前受金　

イ 補助金

ロ 負担金及び交付金

　　長 期 前 受 金 合 計

　（２）長期前受金収益化累計額　

イ 補助金

ロ 負担金及び交付金

　　長 期 前 受 金 収 益 化 累 計 額 合 計

　　繰 延 収 益 合 計

　　負 債 合 計

６　資　　本　　金

　（１）資本金

イ

　　資 本 金 合 計

７　剰　　余　　金

　（１）利益剰余金

イ 当年度未処理欠損金

　　利 益 剰 余 金 合 計

　　剰 余 金 合 計

　　資 本 合 計

　　負 債 資 本 合 計

66,931,000

315,651,000

382,582,000

23,660,714

192,201,048

215,861,762

166,720,238

1,155,917,825

資 本 の 部

出資金 128,243,000 128,243,000

128,243,000

414,605,017

△ 414,605,017

△ 414,605,017

△ 286,362,017

869,555,808

－27－



１　療　養　収　益

　（１）　施設療養収益　

　（２）　短期入所療養収益　

　（３）　通所リハビリ療養収益

　（４）　その他療養収益

２　療　養　費　用

　（１）　給与費

　（２）　材料費

　（３）　経費

　（４）　減価償却費

　（５）　資産減耗費

　（６）　研究研修費

　　　　営　業　損　益　

３　療　養　外　収　益

　（１）　受取利息及び配当金

　（２）　他会計繰入金

　（３）　長期前受金戻入

　（４）　その他療養外収益

令和２年度　国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業予定損益計算書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

411,685

6,934

（単位：千円）

37,173

15,885 471,677

362,690

40,728

109,550

30,576

0

49 543,593

△ 71,916

6

20,818

25,676

30 46,530

－28－



４　療　養　外　費　用

　（１）　支払利息及び企業債取扱諸費

　（２）　消費税及び地方消費税

　（３）　雑損失

　（４）　諸支出金

　（５）　長期前払消費税勘定償却

　　経　常　損　益

５　特　別　利　益

６　特　別　損　失

　　当年度純損益

　　前年度繰越欠損金

　　当年度未処理欠損金

0

△ 59,534

2,906 34,148 12,382

△ 59,534

0 0

0 0

16,283

600

14,359

0

355,071

414,605

－29－



　 （単位：円）

１　固　定　資　産

　（１）有形固定資産

イ

建物減価償却累計額

ロ

建物附属設備減価償却累計額

ハ

器械備品減価償却累計額

ニ

リース資産減価償却累計額

　　有 形 固 定 資 産 合 計

　（２）投資その他資産

イ 長期前払消費税

　　投 資 そ の 他 資 産 合 計

　　固 定 資 産 合 計

２　流　動　資　産

　（１）現金・預金

　（２）未収金

　（３）貯蔵品

　　流 動 資 産 合 計

　　資 産 合 計

令和２年度　国民健康保険山城病院組合介護老人保健施設事業予定貸借対照表

（令和３年３月３１日）

資 産 の 部

建物 1,092,965,000

358,055,953 734,909,047

建物附属設備 2,991,000

1,243,990 1,747,010

器械備品 74,838,242

54,360,839 20,477,403

リース資産 61,324,800

5,800,000 55,524,800

812,658,260

17,430,720

17,430,720

830,088,980

19,840,144

65,329,464

1,684,873

86,854,481

916,943,461

－30－



３　固　定　負　債

　（１）企業債

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債

　　企 業 債 合 計

　（２）他会計借入金

イ 建設改良費等の財源に充てるための長期借入金

ロ その他長期借入金

　　他 会 計 借 入 金 合 計

　（３）リース債務　

　　固 定 負 債 合 計

４　流　動　負　債

　（１）企業債　

イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債

　　企 業 債 合 計

　（２）他会計借入金

イ 建設改良費等の財源に充てるための長期借入金

ロ その他長期借入金

　　他 会 計 借 入 金 合 計

　（３）リース債務　

　（４）未払金　

　（５）引当金　

イ 賞与引当金

　　引 当 金 合 計

　（６）その他流動負債　

　　流 動 負 債 合 計

955,885,208

41,150,313

41,150,313

959,065

負 債 の 部

659,871,794

659,871,794

14,501,592

226,116,222

14,954,223

15,913,288

5,282,953

11,850,507

21,549,000

240,617,814

55,395,600

21,549,000

1,385,849

97,131,910
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５　繰　延　収　益

　（１）長期前受金　

イ 補助金

ロ 負担金及び交付金

　　長 期 前 受 金 合 計

　（２）長期前受金収益化累計額　

イ 補助金

ロ 負担金及び交付金

　　長 期 前 受 金 収 益 化 累 計 額 合 計

　　繰 延 収 益 合 計

　　負 債 合 計

６　資　　本　　金

　（１）資本金

イ

　　資 本 金 合 計

７　剰　　余　　金

　（１）利益剰余金

イ 当年度未処理欠損金

　　利 益 剰 余 金 合 計

　　剰 余 金 合 計

　　資 本 合 計

　　負 債 資 本 合 計

66,931,000

273,542,000

340,473,000

22,008,723

168,175,917

190,184,640

150,288,360

1,203,305,478

資 本 の 部

△ 414,605,017

△ 286,362,017

916,943,461

出資金 128,243,000 128,243,000

128,243,000

414,605,017

△ 414,605,017

－32－



１　重要な会計方針

　（１）資産の評価基準及び評価方法

　　　① 貯蔵品

　　　　　先入先出法による低価法

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　① 有形固定資産（リース資産を除く）

　　　　　減価償却の方法　　定額法による。

　　　　　主な耐用年数　　　建物　　　　　　　 7～50年

　　　　　　　　　　　　　　建物附属設備　　　 3～18年

　　　　　　　　　　　　　　器械備品　　　 　　2～20年

　　　② 無形固定資産（リース資産を除く。）

　　　　　該当事項なし

　　　③リース資産

　　　　・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。

　　　　・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

　（３）引当金の計上基準

　　　① 退職給付引当金

　　　　　当年度末における職員に対する退職手当の要支給額より、京都府市町村職員退職手当組合における積立金相当額が上回る見込みのため、

　　　　　引当金を計上していない。

　　　② 賞与引当金

　　　　　職員の期末・勤勉手当の支給及び当該手当に係る法定福利費の支出に備えるため、各年度の翌年度における支給見込額に基づき、

　　　　　各年度に負担する額（12月から3月までの4か月分）を計上している。

令和３年度財務諸表に関する注記

－33－



　（４）その他会計に関する書類のための基本となる重要な事項

　　　① 消費税等の会計処理

　　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。なお、控除対象外消費税等については、当年度の費用として処理している。

　　　　　ただし、固定資産に係る控除対象外消費税等については、長期前払消費税勘定に計上し、10年間で均等償却を行っている。

　　　② リース取引の処理方法

　　　　　リース料総額が3百万円超のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　　　　リース料総額が3百万円以下のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

２　予定キャッシュフロー計算書に関する注記

　（１）予定キャッシュフロー計算書の作成方法　

　　　間接法

　（２）予定キャッシュフロー計算書における資金の範囲

　　　予定キャッシュフロー計算書における資金は、現金及び預金である。

　（３）重要な非資金取引

　　　該当事項なし

３　予定貸借対照表関係

　（１）企業債の償還に係る他会計の負担

　　　貸借対照表に計上されている企業債（1年内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は、659,872千円である。

　（２）重要な係争事件に係る損害賠償債務

　　　該当事項なし

４　減損損失関係

　　　該当事項なし

５　その他

　（１）賞与引当金の取り崩し

　　　当年度において、職員の期末・勤勉手当の支給及び当該手当に係る法定福利費の支出のため、賞与引当金21,549千円を使用する。

－34－



１　重要な会計方針

　（１）資産の評価基準及び評価方法

　　　① 貯蔵品

　　　　　先入先出法による低価法

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　① 有形固定資産（リース資産を除く）

　　　　　減価償却の方法　　定額法による。

　　　　　主な耐用年数　　　建物　　　　　　　 7～50年

　　　　　　　　　　　　　　建物附属設備　　　 3～18年

　　　　　　　　　　　　　　器械備品　　　 　　2～20年

　　　② 無形固定資産（リース資産を除く。）

　　　　　該当事項なし

　　　③リース資産

　　　　・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。

　　　　・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

　（３）引当金の計上基準

　　　① 退職給付引当金

　　　　　当年度末における職員に対する退職手当の要支給額より、京都府市町村職員退職手当組合における積立金相当額が上回る見込みのため、

　　　　　引当金を計上していない。

　　　② 賞与引当金

　　　　　職員の期末・勤勉手当の支給及び当該手当に係る法定福利費の支出に備えるため、各年度の翌年度における支給見込額に基づき、

　　　　　各年度に負担する額（12月から3月までの4か月分）を計上している。

令和２年度財務諸表に関する注記
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　（４）その他会計に関する書類のための基本となる重要な事項

　　　① 消費税等の会計処理

　　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。なお、控除対象外消費税等については、当年度の費用として処理している。

　　　　　ただし、固定資産に係る控除対象外消費税等については、長期前払消費税勘定に計上し、10年間で均等償却を行っている。

　　　② リース取引の処理方法

　　　　　リース料総額が3百万円超のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　　　　リース料総額が3百万円以下のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

２　予定キャッシュフロー計算書に関する注記

　（１）予定キャッシュフロー計算書の作成方法　

　　　間接法

　（２）予定キャッシュフロー計算書における資金の範囲

　　　予定キャッシュフロー計算書における資金は、現金及び預金である。

　（３）重要な非資金取引

　　　該当事項なし

３　予定貸借対照表関係

　（１）企業債の償還に係る他会計の負担

　　　貸借対照表に計上されている企業債（1年内に償還予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は、701,022千円である。

　（２）重要な係争事件に係る損害賠償債務

　　　該当事項なし

４　減損損失関係

　　　該当事項なし

５　その他

　（１）賞与引当金の取り崩し

　　　当年度において、職員の期末・勤勉手当の支給及び当該手当に係る法定福利費の支出のため、賞与引当金12,081千円を使用する。
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